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地方気象台で の 防災 ・減災の 取 り組み に つ い て

　　　　楠 田雅紀 （神戸地方気象台）

1　 は じめ に

　気象庁で は
「気象情報や 自然現象か ら、 住民が

自らの 判断で 状況 に応 じた的確な行動 を とる こ と

の で きるよ うな風上 ・文化の 醸成 」 に 向けて 、 従

前か ら普及啓発 ・利活用推進に 関す る取組み を実

施 して い る。

・教育闘係機関 との連携、教育委員会や学校 に対

　 する防災教育支援の 働 きか け

・日本赤十字社兵庫県支部 （以下 、 凵赤）、 凵本気

　象予報士会関西支部 （以下、予報士会）、日本防

　災士会兵庫県支部 （以 下、防災士会）等 との 連

　携

2 気象庁ワ
ークシ ョ ッ プ

　神戸地方気象台で は、学校教育に お ける防災に

関する知識 の 普及啓発 に も力を入れ て お り、平成

26 年度か らは 、教育関係者や予報士会等 と連携 し

て 、気象庁 ワー
ク シ ョ ッ プ 「経験 した こ との な い

大雨 そ の 時 どうする ？」 に取 り組ん で い る。（以

下、「気象庁 WS」）

　 「気象庁 WS」 は経験の ない 大爾時に、地形や建

物を は じめ とす る周辺環境、 ある い は家族構成 等

に よ り、 身を守 るため に必要な安全行動が違 うこ

とを理解 し、段階的に発表され る各種の 防災情報

を体系的 に 理解 して 入 手 し、早め の 避難準備、安

全行動を とる こ とを想定す る内容 とな っ て い る 。

　将来を担 う若 い 人達が 、 更に 防災意識を高め 、

い ざ とい うとき に実際の 行動に つ なが る よう、自

らの 問題 として 凵頃か ら の備 えや適 時適切 な防災

気象情報の 入手 とそ の 情報の 活用に つ い て 考え て

もらうこ とが 目的で ある。

　 こ の 取 り組み に つ い て は 「中等教育学校に お け

る気象庁 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ 「経験 した こ との ない 大

雨 　そ の 時 ど うす る ？」試行的実施報告 」（
「天気 」

Vol．62−3）に よ り報告 した。

　な お、 「気象庁 WS」 の運営マ ニ ュ ア ル は 、 学校

授業等 に お い て も利用可能なよ うに 気象庁 ホ
ーム

ペ ージで 公 開 して い る 。

3　地域防災力ア ッ プの 支援に つ い て

　神戸地方気象台で は、地域 の 防災に つ い て指導

的役割 を担 う機関 と連携 ・協力体制の 構築 に 努 め 、

住民に 対す る安全知識の普及啓発活動等の 裾野 を

広 げる取組みを行っ て い る 。

・教育関係機関

　兵庫県及び神戸市教育委員会等と連携 して 、 防

災担当教員を対象 と した研修会で 、当庁作成 の

DVD 「急な大雨 ・雷 ・竜巻か ら身を まもるため 」 の

普及啓発 に取 り組んで い る。

　 「気象庁 WS」 に っ い て は 「モ デル 校 」 （神戸大

学附属中等教育学校他）を選定 して、取組み を他

校の 教員や地域 の 防災 リーダーに見学 して もらい 、

利用拡大 と内容の改善を図 る試み を行 っ て い る 。

・日赤

　平成 26年度か ら、防災教育に関す る連携 した取

り組み を開始 した。日赤が主催する研修会など に

気象台か ら講師を派遣 して い る 。

　平成 27 年度か らは 、青少年赤十字防災教育プm

グラ ム 「まもる い の ち　ひ ろめ るぼ うさい 」 に つ

い て の勉強会や 「気 象庁 WS」 の 見学等を通 じて 、

さ らに連携を図 る こ とに して い る 。

・予報士会

　兵庫県に在住 の気象予報士 と連携 し、兵庫県民

を対象 とした出前講座等 の 実施 に取 り組む と とも

に 、 研修会を開催 して効果的な普及 ・啓発を行 っ

て い る。

・防災士会

　防災士 の レ ベ ル ァ ッ プを 目的に、兵庫県内の 防

災士を対象に 、「レ ベ ル ァ ッ プ研修 」 を実施 し、住

民に対す る安全知識の 普及 ・啓発用 の プレ ゼ ン 資

料等を提供 して、地域の 防災力向上 を目指 して い

る 。

4 普及啓発に つ い て

　平成 23 年 3 月 lI 日の 東日本大震災以降、 気象

庁 で は 、防災教育や住民へ の普及啓発 に っ い て 、

これ まで 以上 に取組ん で い るが 、リ ソ
ー

ス （人員 、

予算）に限 りがある中、幅広 く着実な成果を出 して

い くに は、関係機関 とさらなる連携 を図 り、地域

の 防災 リ
ーダー

や普及 啓発の伝道師 を育て て い く

必要が ある。

　引き続 き、更なる地域防災力の 向上 に向けた取

り組み を進め て い きた い 。
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